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【KT－report 12】 日本赤十字社との関係 

 

 社協活動や共同募金会活動や防犯活動の問題解決のために、日本赤十字社との関係で一部ヒントに

なる処があるので考察しました。 

 

１． 本会との関係 

本会は、滝山地区町内会連合会福祉部を通

して赤十字社会費の徴収（集金）を依頼さ

れています。図－１は、私が隣組長に預け

た同社会費の「領収書」です。もちろん、

会費納入者各個人に発行されています。各

人から集金した本会は全部を集約（取り纏

め）して、同会福祉部に手渡し、今は同部

長名の「預り証
、、、

」を受領しています。想像

するに、同会福祉部長は日本赤十字社に会

費を納入し、ここでも「預り証」を受領し

ているはずです。 ここで、個人に拠出賛

否の伺いを立てている、自由意思を尊重し

ている点は評価します。当然ですが、本会は拠出者（結果的に赤十字社の会員になった人）の名簿を

整理・管理しています。 

 任意性を有する赤十字社会費の流れに対する受取証書（領収書、預り証）の収受は、図－２のとお

りであり、社会通念上の正しい状態にあるように見えます。ただ、連合会を通す必要はない、本来は

赤十字社が個人宅に行くべきであります。 

 

 

２．新たな問題点を指摘 

 私は「勝手に（協力）会員
．．

に仕立てられている」ことです。よく見ると図－１右に「 ・・・ こ

のたびは赤十字会員
．．

として、会費にご協力・・・」とあります。つまり、私は積極的・能動的に日本

赤十字社との会員契約を書面締結した訳ではないが、この領収書を以って会員
．．

契約書に代えますよと

図－１ 
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いう事です。 同社内論理として、より多くの財源確保が必要だ、いわゆるまったく個人の自由意思

に頼る寄付金では不安定だ、安定的に財源を確保するためには住民個人を会員と見なして
、、、、

その勧誘に

駆り立てる、ノルマを課す必要があるというのでしょう、集金した金額の多寡を以って人事評価（昇

進昇格）の対象にするという組み立てだと推測出来ます。 

（１）会員とは 

2020(R2)年 12 月 8 日（火）に日本赤十字社山形県支部を訪問し、担当から聞き取りして来たこと

の要点のみをＱＡ方式で図(表)－３のとおり整理しました。 

 

 それらの問答を得て、私の問題指摘は図－４のとおりです。 

 

 

❑1勝手に会員扱いにしているが、私に会員たるに相応しい扱いはされていない。会計の予算・決算書、

事業の計画・報告書、ならびに発言権・議決権は与えられていない。また、会費単価の決定に関与し

ていない。 

❑2弔辞の紙きれとローソクの提供サービスは 700 円もしない。 

❑3 死ぬことを（死んだことを）前提のサービス（弔辞・ローソク）は失礼だ 

❑4 拠出（徴収）は毎年、死ぬのは１度だけ、これは会費納入（徴収）と受益は均衡していない。 

❑5 生きているこの身において弔辞・ローソクが欲しいとの理由で、保険的に赤十字社に依頼したことは

まったくない。 

図－４ 

 

Ｑ Ａ 

a;会費とはなにか。 
a;当社事業の継続的な活動に必要な財源（活動資金）に資する

ために会員として支払うお金である。 

b;私を会員という書面を以って会

員契約をしていない。 

b;会員には 2,000 円以上の支払う（正）会員と、それ未満の協

力会員に区分している。広く皆さんから協力頂くための住民を

協力会員とし、全国的には会費 500 円だが、山形は歴史的経緯

があって 700 円の領収書を以って会員契約としている。 

c;会費なる徴収額について法的根

拠はあるのか 
c;それらは内規によるものであり、依拠する法令はない。 

d;会員として享受する直接的なサ

ービスとは何か。 
d;会員が死亡した場合の県知事弔辞とローソクの提供である。 

e;弔辞の紙とローソクの価値換算

は 700 円もしない。 

e;会費とはいうが、中身的には喜捨金・義援金・寄付金の性格

が濃いのは確かだ。 

f;会費は所得控除の対象になるの

か。 

f;会費は対価性―――上記 d の提供サービスに対する受益負担

―――を有するので控除対象にならない。 

図(表)－３ 
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（２）寄付金領収書 

私は、図－４の理由から納得・承服出来ない、少なくとも控除対象の「寄付金」扱いにして欲しい

と話しました。そうしたら、「実は、寄付金の領

収書もある。結局は、会費も寄付金も日本赤十

字社の同じ袋・サイフ（会計）に入れる、一つ

の事業収入になるので寄付金扱いにすることは

問題がない。」と話され、図－５の存在を明かさ

れました。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 日本赤十字活動に類似のものに社協活動があ

ります。あえて簡略すれば、前者は恵まれない

人達支援の社会慈善活動、後者は高齢者支援の

社会福祉活動です。いずれも
、、、、

、住民を自所論理

に基づき勝手に「会員」という位置付けにして「会費」を徴収しようとしています。 

 

❏1「会員」に成るかどうか？ 

❏2 会費を支払うかどうか？ 

❏3 領収書金員の趣旨を回避にするのか寄付金にするのか？ 

 

そのような金員拠出者の自由な意思を確認・尊重しない実態は、公序良俗に反するとんでもない行

為です。 

 

 

 

（end） 
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